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民
間
に
あ
つ
て
は
、
例
え
ば
発
電
所
等
の
工
事
に
し
て
も
、
投
資
を
始
め
れ
ば
、
完
工
ま
で
の
日
時
を
い
か
に

短
縮
し
、
金
利
負
担
を
軽
減
す
る
か
に
腐
心
し
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
私
の
地
元
で
あ
る
国
鉄
中
央
線
岡
谷
―

塩
尻
間
の
工
事
を
み
る
と
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
線
増
ル
ー
ト
発
表
、
昭
和
四
十
八
年
三
月
着
工
か
ら
既
に
九
年

目
で
あ
る
が
、
今
年
四
月
十
二
日
の
公
表
に
よ
る
と
昭
和
五
十
八
年
完
成
予
定
と
遅
延
さ
れ
た
。
本
工
事
の
完
工

ま
で
総
工
事
費
五
一
〇
億
円
に
対
し
、
金
利
は
八
％
と
し
て
約
二
一
六
億
円
と
な
り
、
総
工
事
費
の
四
割
に
当
た

る
。
三
・
五
％
の
利
子
補
給
が
あ
る
も
の
の
資
金
が
無
駄
に
長
く
眠
つ
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
（
別 

 

表
一
参
照
） 

政
府
・
公
社
・
公
団
等
の
工
事
は
民
間
の
工
事
と
比
べ
て
工
期
が
長
く
か
か
つ
て
い
る
。
こ
の
間
に
投
資
し
た

金
利
が
膨
大
な
額
と
な
つ
て
お
り
、
大
変
な
無
駄
が
生
じ
て
い
る
。 

政
府
関
係
機
関
等
の
工
事
に
お
け
る
投
資
の
無
駄
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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以
上
挙
げ
た
こ
と
は
ご
く
一
部
で
あ
る
が
、
工
期
が
長
い
こ
と
は
国
民
か
ら
み
れ
ば
驚
く
程
の
資
金
の
浪
費
で

あ
る
。 

ま
た
、
本
年
完
成
し
た
道
路
公
団
の
中
央
道
伊
北
―
小
渕
沢
問
の
工
事
は
、
投
資
開
始
の
昭
和
四
十
六
年
か
ら

完
成
の
本
年
三
月
ま
で
十
年
か
か
つ
て
い
る
。
そ
の
間
の
金
利
は
八
％
と
し
て
三
七
六
億
円
と
な
り
、
総
工
事
費

一
、
〇
四
四
億
円
と
比
較
し
て
あ
ま
り
に
も
膨
大
で
あ
る
。 

高
速
道
に
は
、
道
路
特
別
会
計
及
び
自
己
資
金
の
投
入
が
あ
り
、
実
際
の
金
利
は
平
均
六
・
四
％
程
度
と
な
る

が
、
無
駄
に
長
く
資
金
が
眠
つ
て
い
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
。
（
別
表
二
参
照
） 

農
林
水
産
省
関
係
の
工
事
を
み
る
と
、
県
営
灌
排
事
業
は
完
工
ま
で
に
平
均
十
五
年
、
県
営
圃
場
整
備
事
業
は

平
均
十
・
五
年
、
広
域
農
道
事
業
は
平
均
十
五
年
、
畑
地
灌
漑
等
は
実
に
十
六
・
八
年
と
い
う
状
況
で
あ
る
。 

こ
れ
等
の
工
事
は
種
類
に
よ
つ
て
は
、
工
事
の
完
了
ま
で
供
用
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
。 

行
革
論
議
の
盛
ん
な
時
だ
け
に
こ
の
点
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

四 

 



 

一 
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
関
係
工
事
は
再
点
検
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

二 

第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
に
お
け
る
検
討
テ
ー
マ
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
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